
このページはボランティアの市民の方が取材・作成していますあま市

（令和3年4月1日開設、7月1日から一般向け開所）
って、どんなところ？

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、改めて頼れる人が身近にいるか不安
になっていませんか？
事故や病気、老化によって認知症になることも、誰にでも起こりうることです。そん
な時、財産や各種手続きなど、自分でできなくなった時や、お子さんに障がいがあり将
来が不安だという方、頼れる人がいないので前以て依頼したいなど、無料で相談に乗っ
ていただける窓口です。少し難しい制度ですが『成年後見制度』の手続きなど、相談がで
きます。大切な財産を詐欺などで失わないためにも、無料の相談先があると知っておく
だけでも安心ですね！

せい ねん こう けん せい ど

電話：444・3135　（社会福祉課直通）
場所：あま市役所甚目寺庁舎内1階　5番窓口　社会福祉課◆相談無料◆

※相談者の秘密は守ります。
相談受付時間：平日の午前9時～午後5時
（土・日曜・祝日、年末年始を除きます）

■編集後記■
コロナ禍で取材が制限される中、市民にとって良い情報はお伝えしたいと思い、今回取材しました。
認知症の方や家族の支援をするボランティアをしています。8月13日（金）には、若年性認知症の講
演会に友人を誘って参加しました。いつ何時、病魔に侵されるか、他人ごとではありません。コツコ
ツ貯めたお金は自分のために使いたいですものね！ （by市民記者　あみゅ）
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けん り よう ご

「権利擁護センター」
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ご相談は窓口やお電話でお受けするほか、
随時訪問による面談も行います。
お気軽にご相談ください。

このページは、ボランティアの市民の方が取材・作成しています。
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